
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

號 七 十 百 二 第 誌 雜 畢 物 動（297 ）

 
ド

ブ

ガ

ヒ

　

普
涌…
カ

ラ
ス

ガ

ピ

或
は
ド

ブ

ガ
ヒ

ε

稱
す
る

も
の

は

江

河
池

沼
等
に

産
し

泥
砂
底
に

棲
息

す
三

屬
（
臣

8
山

o

暮
斜

∪
言
。・

夐

の閥

q
弦
o

）

を
區
別・
し

得
べ

し

而
し

て

今
是
よ

り

逋
べ

ん

こ

す

る

は

其

内

≧
9
。

暴
な
b
寵

す
然
れ

ざ

も

此
等
三

屬
は

其
内
部

の

構

造
頗
る

相

似
陀

る

を

以
て

實
地
研

究
用
材
料
ご
・
し

て

は
藍（
赫
脚

れ
を

採
る

も

可
な

わ
Ω

・
ド

ブ

ガ

ヒ

は

黒

色
或
は

暗

紫
色
の

介
殻
二

枚
を
以
て

體
の

外
部

を
被
は

れ

其
殻

片
は

脊
側
に

於
て

蝶
鍍

を
以
て

相
連
結
さ

る

氈

者

生
活

時
に

於
て

は

溌
砂

底
に

其
體
の

約
宇
部
を

埋
沒
む
て

棲
息

し

爾

殼
片
の

間

よ
り

僅
に

牢

逶
明
の

柔
軟
な
る

肉

質
部
を

露
出
す

之

れ
即

ち

外

套
膜
（

冨ヤ
已
鉱

PO

門

団
巴

ぎ冖
同］）

な
り

外
套
膜
も

亦
二

放
よ

り

成

b
兩
殼

片
の

内
面
に

擴
が

る

な
b

（

第
四

圖
參
照
）

而
し
て

外

套
膜
は
體
の
一

端
に

於
て

は

兩
殻
の

閥
よ
り

外
方
に

突
出・
し

て

二

個
の

短
か

き

管．
状
を
呈

す
其
一

管
は

牛

滑
な
る

壁
を

有
し

（

第
一

躙
窃

）

他
の
一

管
は

乳
状
突
起
を

備
ふ
（

第
一

圖
一
砿

）

試
韓

生
體
を
水

中
に

置
き

力

川

ミ

ン

の

如
き

有

色
の

粉
末
を
取

り

て

之
に

散
布
せ

ん
か

其

細
粉
は

乳
状
突
起
を

備
ふ

る

管
よ
り

流
入

す
る

を
見
る

可

し

故
に

之
を
入

水

門
H

｝
呂
 

畧
。 ・

召
げ
O
口

）

ビ

稱
し

而
し
て

樹
ほ

暫

　
　
雑

　
　
録

圖 　 　 一 　 ・ 第
「

r．7ガ
’

時
注

意
す
る

時
は

其
細
粉
は

更
に

他
の

卆

滑
な
る

管
よ

り

流

出
す

る

を
見
る

可
し
故
に

之

を
出
水

門
（

国
区
｝

巨
窪
け

三

喜
o

ε

ご

稱

す
o

　

カ

ラ

ス

ガ

ヒ

の

左

側
を

開
き
外

套
膜
の
一
蔀

を

　

去

サ
六

る

圖
（

切
り
口

は

二

重
練
に

て

示
ず
）
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3
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へ「
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後
閉
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、°〜、。

左
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鰓
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内
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門
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、齟・．
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門
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ケ
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ベ
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澱
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觸
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舞
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聴

鰓
熱
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伸

足

筋

噛・．
　

直
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噛．°
壽、
　

前
取

足
筋

こ、軸、、
　

後
攻

足
笳

電．
§
ミ

　

小
收
筋

噛、
S

　
ボ

ヤ

ヌ

ス

氏

器

夊

他
の
一
、
方
に・
し

て

蝶
較
に

反
對
せ

る

部

分

よ
り
は

時
々

舌
状
の

厚
き

肉

質
部
を

突
出
博

る

を
見
ん

是
れ
足
（

悶
09

）

に
・
し

て

動
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
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雜

　
　
録

は

之

を
以
て

泥
砂
底
を

穿
ち
て

進

行
す
る

も

の

な
り

而・
し

て

外
來

の

刺

戟
を

受
く
る

時
は

水

門
及
び

足
は

收
縮
し

て

兩
介
殻
内
に

隱

れ

殻

片
は

互
に

閉

合
す
る

を

常
ε

す
然
れ

ご

も

死
せ

る

動
物
體
に

あ
り
て

は

介
殻
は

常
に

開
放
む

爲
め

に

兩
外

套
膜
及
び

出
水

門
入

水
門

等
を

明
に

獵
す
る

を

得
可
く

且
つ

入
水

門
は

外
套
膜
の

一

部

の

觸
接
に

よ

り

て

形
成
せ

ら
る

墨

も
の

な
る

を
知
る

可・
し
o

蝶
鈑
は

介
殻
の

背
部
に
・
し

て

其

開

孔
す
る

斯
は

腹

部
な
り

而・
し

て

水

門
の

あ
る

端
は

介
殻
の

後
端
に

し
て

之
ー7一

反

す
る

所
は

前
端
に

・
し

て

足
は

前
端
よ
り

挺

出
せ

ら
る

垂

な
b

從
て

介
殻
及
び

外
套
膜

は

各
左

右
二

片
よ
b
成
る

を

知
る

な
り
。

　
了

體
の

主
要
部
は

介
殻
の

背
部
に

位
し

其
腹
端
に

し
て

稍
前
方
に

偏

・
し

て

厚
き

筋
肉
性
の

足

あ
り

て

楔
駄

を
呈
す

而・
し

て

足
の

兩

側
に

む
て

足
ご

外
套
膜
こ

の

間
に

左

右
各
二

枚
の

鰓
（

〇
三
。・

第
一

、

第

二
、

及
び

第
四

圖
）

あ

り
。

介
殻
を
勵

物

鵠
よ
り

渕
離
し
て

之
を

檢
す
る

時
は

其
兩
殻
片
は

蝶

鈑
線
（

国
言
σq
Φ

由

器
）

に

於
て

相
接
着
す
る

を

見
る

可・
し

此
断
に

蝶

鮫
靭
帶
（

窪
昌

σ・
。

占一
σq

鐔
口
Φ

邑

あ
り
（

第
四

圖

ミ・
）

以

て

左
右

爾
殻

片
の

結
合
を
な

す
介
殻
の

開
展
す
る

は

此

靭
帯
の

働
き

に

よ

る

も

甼

圖 第 　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
ニ

ニ

の

に・
し

て

其

閉
合
す
る

は

閉

殻
筋
の

作
用
に

よ

る

な
ウ

故、
を
以
て

閉
殻
筋
の

作

用
や
む

時
は

介

殼
は

開
展
す
る

も

の

と

す

≧】
。

象
亭

　

第
一

圖
に

示

せ

る
動

物
の

體

を

淌
化

管

の

正

　

申

線
に

致
る

ま
で

切

り
去
り

圍
心

腔、
心

縢、

　
　

大

動
脈
管
の

基
部
を

示
せ

る

る
の

な
切

σ

一
鴨 謾

法

　

　
』

沖

匙゜
　
肛

門

「
三
。

前
行
大

動
脈

§
h 、
　翫
石

心

耳

寰
　
肝
管

蜜

　
右

内
鰓

唾

ミ

律

殖
腺

仙「
　

膓

。

♪

　
食
道

憶．
蓉

後
行
大
動

脈

。゚
貸

　

胃

ミ’
　

膓
の

縱
辨

膜

鉾

　

心

室

其

他
の

記
號
は

第

一

圖
に

同
し

蜜

に

あ

り
て

は

此

結
合
は

單
に

靱

帯
の

み

に

よ

る

ご

雖
も
d
ぢ

塁
戦

に

め
ら

て

は

靭
帶
の

外
に

各

殻
片
に

側
齒
ε

稱

す
る
一

條
の

隆
剋

」
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あ

り

d
皀
o

に

あ
b
て

は

靭
帶
の

外
右
殼
片
に

側

齒
一

個

左
殻
片

に

側

齒
二

個
及
び

側

齒
の

前
方
に
一

個
の

主

齒
あ
り
。

介
殼
の

外

面
に

は
其

腹

縁
に

並
行
せ

る

數
多
の

線
條
を

見
る

可
し

之

を
生

長
線
（

肖・
ヨ
舘
o
鴨

σ⊇

き
ノ

ゼ

9
）

　
ぐ
」

云
ふ

此
等
の

線
は

介
殻
の

背
部

蝶
銭
の

前
端
に

近

き

隆
起
部
よ

り

始
ま
る

も

の

に

し

て

此

隆

起

部
を

殼
頂
∩

⊆

量

驫
す

介
穀
は

此
部
即

ち
殻
頂
に

於
て

最

も

厚゚
し

之
れ

此
部
は

最
も

古
き

所
な

る

を

要
し

な

り

而・
し

て

新

層

ば

此
部

よ
り

次
第
に

下
方
に

且
っ

之

ご

並
行
し

て

沈

澱
す
る

な

り

故
を
以
て

動
物
髀
の

成

長
す
る

に

從
て

外
下

方
に

鑛
が

り

行
く

な

も

而・
し

て

其

生
長
の

度
に

不
同
あ

る

が

爲
め

に

前
記
の

如
き

生
長

線
を

顯
は
す

に

至
る

な
り

而

虫
・

殼
頂
は

水
中
に

存
在
す
る

炭
酸

建

斯
の

作
用
に

よ
り

多
少
溶

解
せ

ら

る

雪

を
逋
常
こ

す
。

介
殻
の

内
面
は

共
腹
線
に

並

行
し

且
つ

之
れ

ご

少・

セ
距

彑
．

一

條
の

線
痕
あ
b
之
れ

外
套

膜
の

筋
肉

繊
維
の

附
着
せ

る

痕
跡
に

し

て

之
を
外
套
膜

線
黛
巴一
巨
｝
梦

ε

ご

稱
す
叉
蝶
鋏
の

前
端
の

下
部
に

し

て

外

套
膜
線
の

絡
る

所
に
一

個
の

卵
圓
形
の

筋
痕
あ
b
之
を
前

閉
殻
筋
痕
（

彦
§
妻

穿
。

§
回

髢
・

釜
。

ロ
）

ε

稱
す

叉
蝶

銭
の

後

端
の

下
方
に

更
に
一

個
の

之
ご

似
セ

る

稍

大
な
る

筋
痕
一

個
あ

雑

　
　

録

／

’

り

之

を

後
閉
殼

筋
痕
（

弓
。
・

琶
。

；
奪

薹
二・

受
。

警・
・

）

ご

云
ふ

　
（

第
一

及
ひ

第
二

圖

暴

興

及
び

＆

悟。

參
照
）

此

外
前
閉
殼
筋
痕
の

　

後
方
に

小
形

な
る

二

個
の

筋
痕
あ
り

其

内
背

蘓
に

あ
る

も
の

を

前

…

收
足

筋
（

ζ
§
§
・

・

冨
§
婦

豊
ぎ
囂

琶
の

痕

解
し

て

腹
部

　
に

あ

る

も
の

を

前
伸
足

筋
（

＞

58

鬥鬥
9．

覧
o

訂
o

隻
肖

窟
象
。。

冖
管
戸

疂
¢

）

 
　

の

痕
な

り

叉

後
閉

殻
筋
の

直

前
に
一

個

の

小

形
な
る

後
牧
足

筋

　
（

H・
°

号
旨
；・
婁
。

3
・

雇
訪

彎
蓴
δ

）

の

痕
あ

り
。

…
　

更
に

肉

醴
部
に

就
て

記
さ

ん

に

左

右
兩

外
套
膜
の

問

に

あ
り
て

鰓

…
　

足

部

等
を
含

有
す
る

腔
を

外
套
膜

堕
ξ・
岳

耄
ξ
）

ご

云

ふ
。

　

口

へ

言
。

9
げ

第
一

及
び

第
二

圖

§・
）

は

前
收
殻
筋
の

直

下
に

位

　
・
し

其

南
測
に

各
二

枚
の

三

角
形
を

呈
す
る

觸
唇

　
（

d
魯
彎

窮
ゼ
ェ

　
　

第
一

凅

ぐ

こ

　
あ
り

其
外
方
に

位
す

る

も
の

は

口
の

前
縁
に

於
’
、一

　

左

右
連

絡
し

上

唇
を

形
成
し

其

内
方
に

位
す
る

も

の

は

口

の

後
縁

一
　

に

於
て

左
右

相

連
絡

し
て

下
唇
を
形

成
す

而・
し

て

口

よ
り

入
り
て

　

食
道
（

○
。

。・

。

量
σ・

岳

第
二

圖
・・
こ

あ
り

次
に

胃
（

。。

篝
5
国
。

互
恥

こ

　

あ

り

肝
管
（

2
＆

長
ミ゚

）

は
一

劉

あ
り

て

胃
に

開
孔

す
胃
に

　

衣
て

膓

（

H・
・

匪
量
ご

あ
り

膓
は

下

行
し

後
方
に

廻
り

更
に

　

前
曲
し
又

上
昇

し

胃
の

後
方
に

於
て

圍
心

腔
に

入
る

此
部
は

直

膓

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
二

三
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雜、

　

録．

（

】

討
o

言

β
『

こ
　
に

む
て

心
臓
を

貫
通・
し

て

後
方
に

走
b
終
に

後

閉
殻
筋
の

上

後
方
に

於
て

肛

門

（

跨

鬘
ρ

罫

Y
に

終
る

而・
し

て

肱

門
は

俳
泄
腟
内
じ

開
き
排

繼
腔
は

毘

水

門
に

よ
b

て

外

界
に

逋
す

膓
内
に

は

縱

走
せ

・

辨

玳
突

超
あ
り

之

を

腸
の

縱

辨
膜
（

日

謦
・

二．

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
〃

。 ・

。啣・・”

第
二

及

び

第
四

圖

ミ’
）

　
ご

云
ふ

膓
官
は

叉
時

に

水

晶
錐

　〃

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
〜

（

9
遺
羞
器
・゚

毫
 

）

　
ご

稱
す
る

膠
質
の

桿
欺
を
含

有
す
る

こ

ど

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
〜

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
〃

あ

り
o

・
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